
令和７年度 公立学校共済組合千葉支部の
保健事業のアンケート結果について

◆ 実施期間 ： 令和7年6月25日（水）～8月8日（金）
◆ 実施方法 ： googleフォームによる
◆ 回答数 ： 【全 体】3,696件
◆ 回答数 ： 【共済組合加入者】3,５６８件

以下の結果は、共済組合加入者からの回答をまとめたものです。

① 属性情報 （年齢、性別）

② Q1.あなたは人間ドックを受けたことがありますか？
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③ Q1-2.Q1で「はい」を選んだ方にお聞きします。
人間ドックの受診頻度について教えてください。

④ Q1-3.Q1で「はい」を選んだ方にお聞きします。
人間ドックを受診する理由を教えてください。
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⑤ Q1-４.Q1で「はい」を選んだ方にお聞きします。
人間ドックの経済的負担をどの程度感じているか教えてください。



⑥ Q1-５.Q1で「はい」を選んだ方にお聞きします。
現在の人間ドック補助事業について、どう思われますか。

⑦ Q1-６.Q1-５で「やや不満」又は「不満」を選んだ方にお聞きします。
現在の人間ドック補助事業について、何が主な不満の原因ですか。
最も当てはまるものを一つお選びください。
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⑧ Q1-７.Q1で「はい」を選んだ方にお聞きします。
当支部では５０歳を節目年齢として人間ドック受診時に45,000円を補助としていますが、
今後の節目年齢の補助額について、あなたの意見をお聞かせください。



⑨ Q1-8.Q1で「いいえ」を選んだ方にお聞きします。
人間ドックの補助額が現在の5,000円から増額された場合、人間ドックを受診したいと思
いますか。

⑩ Q2.器官別検診において、厚生労働省が定める指針等に基づく見直しを行うことで、科
学的根拠が不足している検診を減らし、より効果的な検診を充実させることについてどう
思いますか。
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⑪ Q３.保健事業の充実を図るため、ベネフィットステーション事業の廃止又は縮小を検討して
います。ベネフィットステーションを知っていますか。



⑫ Q３-１.ベネフィットステーションの事業は、今後も継続してほしいですか。

⑬ Q４.健康づくり事業として、生活習慣の改善を図るための意識啓発、支援等を目的とした
事業の実施を検討しています。
以下のいずれかで実施してほしい事業を選択してください。
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